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１ はじめに 

 

グローバル化や情報化が進む現代では、子どもたちが主体的に考え、他者と協働しながら、よりよい社会を創り出していくことができるよう、必要な資質・

能力を育むことが求められています。 

令和２年度から順次全面実施される新学習指導要領では、「必要な情報を収集・判断・表現・処理・創造し、受け手の状況などを踏まえて発信・伝達できる

能力」とされる情報活用能力が「学習の基盤となる資質・能力」として位置づけられることから、各学校で体系的に育んでいくことの重要性が示されていま

す。さらに、主体的・対話的で深い学びの視点から、各教科等におけるＩＣＴの活用の促進が求められ、小学校でのプログラミング教育のほか、中学校での情

報教育の一層の充実を図ることとしています。 

Society 5.0時代を生きる子どもたちにとって、教育におけるＩＣＴを基盤とした先端技術等の効果的な活用が求められています。その一方で、現在の学校

のＩＣＴ環境整備は遅れをとっています。また自治体間の格差も大きいため、令和時代のスタンダードな学校像として、全国一律のＩＣＴ環境整備が急務であ

ると国が示しました。 

このため、１人１台端末及び高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備するとともに、並行してクラウド活用推進、ＩＣＴ機器の整備調達体制の構築、

利活用優良事例の普及、利活用のＰＤＣＡサイクル徹底等を進めることで、多様な子どもたちを誰一人取り残すことのない、公正に個別最適化された学びを全

国の学校現場で持続的に実現させる必要があるとしました。これが、「ＧＩＧＡスクール構想」です。 

そこで、鳥取市（以下、「本市」と記載）では、本市教育の基本理念、“ふるさとを思い 志をもつ子”を育て、“夢と希望に満ちた次代”を“ひらく”！

に基づき、 

○１人１台端末と校内ネットワークを一体的に整備することで、一人一人の教育的ニーズに対応した誰一人取り残すことのない学びで、資質・能力を一層確

実に育成できる教育ＩＣＴ環境を実現する。 

○ＩＣＴを効果的に活用した学びを推進し、１人１台端末を活用した授業改善をとおして、子ども一人一人の主体的・対話的で深い学びを実現する。 

ことを、本市ＧＩＧＡスクール構想の目的とし、「鳥取市ＧＩＧＡスクール構想について」を作成しました。この利活用計画を活用して、ＩＣＴを効果的に活

用した学びを推進することをめざしています。 

（令和２年９月） 



第１章 鳥取市ＧＩＧＡスクール構想

オンライン授業：Google Meet（倉田小学校）



１ 鳥取市ＧＩＧＡスクール構想（全体構想）

“ふるさとを思い 志をもつ子”を育て、“夢と希望に満ちた次代”を“ひらく”！

「鳥取市ＧＩＧＡスクール構想の目的」

 １人１台端末と校内ネットワークを一体的に整備することで、一人一人の教育的ニーズに対応した誰一人取り残すことのない学びで、資質・能力を

一層確実に育成できる教育ＩＣＴ環境を実現する。

 ＩＣＴを効果的に活用した学びを推進し、１人１台端末を活用した授業改善をとおして、子ども一人一人の主体的・対話的で深い学びを実現する。

主体的・対話的で深い学びの実現につながる
ＩＣＴ活用の工夫

自発的・自治的な活動を充実させるための
ＩＣＴ活用の工夫

魅力と徹底による学力の向上 豊かなかかわりによる自己有用感の育成

調査活動 個に応じた学習

個別学習 疑問や課題について
深く調べることや、一
人一人の習熟の程
度に応じた学習に取
り組み、学習内容の
定着を図ります。

発表・話合い

協働学習

複数の意見の整理

一人一人の意見や
考えを可視化し、発
表や意見交換を行う
ことで思考力、判断
力、表現力を育成し
ます。

分かりやすく教材提
示して興味・関心を高
め、一人一人の反応
や考えを即時に把握
し、魅力ある授業づく
りを進めます。

一斉学習

教師による提示

１人１台端末を活用した「学びの深化、転換」

ＧＩＧＡスクール構想で充実する主な学習例

◆調べ学習 課題や目的に応じて、インターネット等を使い、様々な情
報を主体的に収集・整理・分析

◆遠隔教育 他校や学習にかかわる人々との交流、不登校の子どもと
教室とをつないだ学び、災害や感染症等による緊急時に
おける学校と家庭との双方向のやりとり

◆表現・制作 写真・音声・動画・グラフや表等を用いた多様な資料・作
品の制作、文章の作成

◆情報モラル、デジタル・
シティズンシップ教育

実際に情報・情報技術を活用する場面が増え、情報モラ
ル、デジタル・シティズンシップを意識する機会の増加

一人一人の反応を踏まえたきめ細
やかな指導等、双方向型の授業展
開が可能になります。

各自が同時に別々の内容を学習でき、学習履歴が自
動的に記録される等、一人一人の教育的ニーズや学
習状況に応じた個別学習や個に応じた指導が可能に
なります。

一人一人の意見や考えを即時に共有して発表するこ
とや、共同編集することができるようになり、子ども同
士で双方向の意見交換を行うことが可能になります。
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【鳥取市ＧＩＧＡスクール構想の目的】

 １人１台端末と校内ネットワークを一体的に整備することで、一人一人の教育的ニーズに対応した誰一人取り残すこ

とのない学びで、資質・能力を一層確実に育成できる教育ＩＣＴ環境を実現する。

 ＩＣＴを効果的に活用した学びを推進し、１人１台端末を活用した授業改善をとおして、子ども一人一人の主体的・対話

的で深い学びを実現する。

２ 鳥取市ＧＩＧＡスクール構想の取組構想

＜魅力と徹底による学力の向上＞
○授業改善
・学習課題の配付・回収
・アンケート機能を活用した実態把握
・Ｗｅｂサイト上の動画コンテンツ視聴
・Ｗｅｂサイト上のプログラミング教材活用
・授業と家庭学習との連動
○eラーニング教材の活用
・適用題、帯時間、小テスト、家庭学習での復習・予習
○緊急時における学びの保障
・eラーニング教材等を活用した家庭学習
・Ｗｅｂ会議を活用した遠隔授業

＜自治力のある集団づくり＞
○自己有用感の育成
・アンケート機能を活用した実態把握
・児童生徒が自身の成長を実感するための記録
○交流学習や情報交換
・Ｗｅｂ会議を活用し、遠隔地の学校や企業等と交流

＜特別支援教育＞
○一人一人の教育的ニーズに対応した指導、支援
・デイジー教科書等、個々の実態や教育的ニーズに対応した
学習教材、 アプリの活用

＜児童生徒支援＞
○相談活動の充実
・アンケート機能を活用し、きめ細やかな実態把握による相談
活動の充実

○長期入院や不登校の児童生徒への学習支援
・eラーニング教材を活用し、相談室や自宅等で学習
・Ｗｅｂ会議等を活用し、相談室や自宅等で教室の学習の様子
を視聴

○日本語指導の必要な児童生徒への支援
・Ｗｅｂ会議を活用した遠隔指導
・翻訳アプリの活用

＜働き方改革＞
○小テストや定期テスト等の自動採点（採点補助システム導入）
○Ｗｅｂ会議を活用した遠隔講義での教職員研修
○Webフォーム等を活用した各種アンケート集計の効率化
○学校と保護者間連絡のデジタル化

＜教職員研修等でのフォローアップ＞
・端末を活用した授業づくり、授業支援ソフトを活用した双方向型
の授業づくり等の教職員研修を実施
・教職員支援サイトで教材やデジタルコンテンツ等を共有
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１ 校内通信ネットワーク整備

◇校内無線ＬＡＮ整備（R2）

◇電源キャビネット整備（R2）

◆校内無線ＬＡＮ追加整備（R4~）

・主に特別教室を追加整備

◆モバイルＷｉ-Ｆｉルーター整備（R4~）

・４５人同時接続可能なモバイルＷｉ-Ｆｉルーターを

各学校に１台（児童生徒数５００名以上の学校は２台）整備

２ 児童生徒１人１台端末整備

◇ｉＰａｄ （R2）

※小・義務教育学校１、２年生：キーボード無し、保護 カバー付

※小学校３年生～６年生：キーボード付

中学校１年生～３年生：キーボード付

義務教育学校３年生～９年生：キーボード付

３ 教員用端末整備

◇ｉＰａｄ （R2） ※キーボード付

・主に学級担任、教科担任等に配備

◆ｉＰａｄ追加整備（R4~）

・級外教職員等に配備

８ Ｗｉ－Ｆｉによるインターネット接続環境整備費助成金等

◆インターネット環境のない家庭への初期整備費支援（R2~）

◆準要保護家庭への通信費補助（R3~）

４ 周辺機器整備

◇大型モニター用 接続アダプター（R2）

◇大型モニター等拡大提示装置追加整備（R2・3）

◆電子黒板等大型提示装置追加整備（R4~）

５ ｅ ラーニング教材の導入

◇ｅラーニング教材「すらら」（R2）

◇ｅ ラーニング教材「タブレットドリル」（R3~4）

◆eラーニング教材「ミライシード（ドリルパーク）」(R5~)

６ ＧＩＧＡスクールサポーター、GIGAスクール運営支援センター

◇ICT環境整備設計等業務委託業務（R2）

委託先：鳥取県情報センター・モリックス・ソルコム（R2）

◇ヘルプセンター業務（R3）

委託先：アクシス（R3)

◆鳥取市GIGAスクール運営支援センター業務（R4~）

委託先：モリックス（R4~5）、ソルコム（R6~）

７ 通信装置（カメラ・マイク）整備

◇カメラ、マイク整備（R2） 小・中学校１セット、義務教育学校２セット

３ 鳥取市ＧＩＧＡスクール構想整備計画（令和２年度～）

4

その他

◆クラウド型セキュリティサービスライセンスの賃貸借（R3~）

◆授業目的公衆送信補償金（R3~）

◆端末故障時の修繕費（R3~）

◆学習eポータル「まなびポケット」・MEXCBT(R3~)

◆採点補助システム「百問繚乱」（R4~）：中・義務教育学校

◆オンライン英語授業「スパトレ」(R4~)：中・義務教育学校

◆「マチコミメール」等デジタルツールを活用した保護者連絡のデジタル化

９

タブレット端末を介して伝え合い（倉田小学校）
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４ 利活用について 

（１）鳥取市が進める利活用計画 

 令和２年度 

（２０２０） 

令和３年度 

（２０２１） 

令和４年度以降 

（２０２２～） 

小学校 

（義務教育学校

前期課程） 

   

中学校 

（義務教育学校

後期課程） 

   

 

 

＜日常的かつ効果的な活用を促進するために＞ 

○児童生徒用端末を活用した授業改善が行えるように、ＩＣＴ活用・指導力向上に関する教職員研修（集合研修・校内研修）を実施（別途案内） 

○１人１台端末を活用して、学校の授業でも家庭学習でも使用できる学習ドリルソフトの導入（Ｒ５～：e ラーニング教材「ミライシード（ドリルパーク）」） 

○授業で役立つ教員向けコンテンツ、児童生徒向けコンテンツの情報提供（鳥取市ICT活用支援サイト「ギガサポ」） 

◎健康観察やアンケート、係活動や児童会、生徒会活動、部活動等、授業以外でもタブレット端末を日常的に活用 

◎登校後や休憩時間等のすきま時間や家庭でタイピング練習  ※参考…小学校６年生（卒業時）：１分間に約８０文字入力 

◎マチコミメールやＧｏｏｇｌｅフォーム等を活用し、欠席連絡や文書配付、アンケート等、学校と保護者間の連絡をデジタル化 

  

小・義１～６年 

１日１～２回以上 

小・義１～６年 

週１回以上 

中１・義７～中３・義９年 

週１回以上 

中１・義７～中３・義９年 

１日１～２回以上 

小・義３～６年 

１日２～３回以上 

中１・義７～中３・義９年 

１日２～３回以上 

小・義１、２年 
１日１～２回以上 
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（２）鳥取市小・中・義務教育学校９年間で育てたい情報活用能力の体系表         

分類 小・義務教育学校１・２年 小・義務教育学校３・４年 小・義務教育学校５・６年 中学校１～３年、義務教育学校７～９年 

知
識
及
び
技
能 

１情報と情報技術を適
切に活用するための
知識と技能 

・コンピュータの起動や終
了、写真撮影等の基本動作
ができる 

・電子ファイルの呼び出しや
保存ができる 

・ローマ字で文字を入力する 
・キーワード検索等でインタ
ーネット上の情報を検索・
閲覧する 

・身近な生活でコンピュータ
が活用されていることに
気付く 

・ローマ字入力で文章を正確
に入力する 

・意図した処理を行うための
プログラムの作成、評価、
改善を行う 

・手順とコンピュータの動作
の関係を理解する 

・十分な速さで文章を正確に
入力する 

・情報のデジタル化や自動化
の仕組みを理解する 

・問題発見・解決のための適
切なプログラムの制作や
修正等ができる 

２問題解決・探究にお
ける情報活用の方法
の理解 

・体験や人への質問、図書等、
身近なところから様々な
情報を収集する  

・簡単な絵や図、表やグラフ
を用いて情報を整理する  

・相手に伝わるようにプレゼ
ンテーションを行う  

・調査や資料等により様々な
情報を収集する  

・観点を決めた表やグラフを
用いて情報を整理する  

・相手や目的を意識してプレ
ゼンテーションを行う  

・調査や実験・観察等により
様々な情報を収集する 

・目的に応じた表やグラフを
用いて情報を整理する 

・聞き手とのやりとりを含む
効果的なプレゼンテーショ
ンを行う 

・情報通信ネットワーク等か
ら効果的に情報検索し、検
証を行う 

・表やグラフを用いて統計的
に情報を整理する 

・Webページ、ＳＮＳ等で適
切に情報発信・交流を行う 

３情報モラル・情報セ
キュリティ、デジタ
ル・シティズンシッ
プ等についての理解 

・人の作った物を大切にする
ことや他者に伝えてはい
けない情報があることを
理解する  

・自他の情報の大切さや、生
活の中で必要となる基本
的な情報セキュリティに
ついて理解する  

・情報に関する自他の権利、
通信ネットワーク上のル
ールやマナーを理解する  

・情報セキュリティ確保のた
めの対策や対応、情報社会
における自分の責任や義
務を理解する  

思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
等 

１問題解決・探究にお
ける情報を活用する
力（プログラミング
的思考・情報モラル・
情報セキュリティ、
デジタル・シティズ
ンシップ等を含む） 

・体験や活動から疑問をも
ち、解決の手順を見通し
て、どのような手順の組み
合わせが必要かを考えて
実行する  

・収集した情報から課題を見
つけ、解決に向けた活動を
実現するために情報の活
用の見通しを立て、実行す
る  

・問題を焦点化し、ゴールを
明確にし、シミュレーショ
ンや試行等を行いながら
問題解決のための情報活
用の計画を立て、調整しな
がら実行する  

・問題の解決に向け、条件を
踏まえて情報活用の計画
を立て最適化し、解決に向
けた計画を複数立案し、評
価・改善しながら実行する  

学
び
に
向
か
う
力
、 

人
間
性
等 

１問題解決・探究にお
ける情報活用の態度 

・事象と関係する情報を見つ
けようとする  

・情報同士のつながりを見つ
けようとする  

・情報及び情報技術の活用を
振り返り、効果や改善点を
見出そうとする  

・情報及び情報技術の活用を
効率化の視点から評価し
改善しようとする  

２情報モラル•情報セ
キュリティ、デジタ
ル・シティズンシッ
プ等についての態度 

・人の作った物を大切にする
ことや他者に伝えてはい
けない情報を守ろうとす
る  

・自他の情報の大切さを踏ま
え、情報をやりとりする際
のルールやマナーを守っ
て行動しようとする  

・情報に関する自他の権利を
踏まえ、通信ネットワーク
上のルールやマナーを守
って行動しようとする  

・情報セキュリティ確保のた
めの対策対応の必要性を
踏まえ、情報通信ネットワ
ークの公共性を意識して
行動しようとする  
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（３）児童生徒用端末を活用した学習場面とその例                          

分類 小・義務教育学校１・２年 小・義務教育学校３・４年 小・義務教育学校５・６年 中学校１～３年、義務教育学校７～９年 

Ａ 

一
斉
学
習 

Ａ１ 一斉学習 ・学習課題をつかむために教師が提示する教材を、児童生徒用端末で共有する （全教科） 
・児童生徒の考えを書いたノートを写真に撮り、大型モニターや電子黒板等を活用して、全体で共有する（全教科） 
・動画コンテンツを視聴して、学習への興味・関心を高めたり、授業内容のおさえに活用したりする（全教科） 
・学級の一人一人が端末に書き込んだ意見を授業支援ソフトで集約したり、可視化したりして、双方向の授業を展開
する （全教科） 

Ｂ 

個
別
学
習 

Ｂ１ 個に応じた学習 ・習熟の程度や誤答傾向に応じた e ラーニング教材を活用し、各自のペースで理解しながら学習を進めて知識・技能
を習得する （国語・算数・数学・社会科・理科・英語 等） 

・自分の動きを写真や動画で撮影し再生することにより、技術面における自己の課題を見つけたり、課題解決の仕方
を選んだりするときの資料とする（体育科） 

Ｂ２ 調査活動 ・町探険の際に興味関心を
抱いたことを撮影して記
録する（生活科） 

・農家の方やお店の方への
インタビューを動画撮影
して記録し、聞き取った
情報を繰り返し映像で再
生して確認する（社会科） 

・通常見ることが困難な火
山の噴火の様子や大きな
地震の様子をインターネ
ットで調べる（理科） 

・修学旅行における訪問先
の名所等についてインタ
ーネットを活用して調べ
る（総合的な学習） 

・図書やマスメディア、イン
ターネット等から収集し
た情報をデジタル化して
保存する（総合的な学習） 

・金属を電解質水溶液に入
れる実験等で、観察、実験
の結果を端末に記録する 
（理科） 

Ｂ３ 思考を深める学習 ・友達に知らせたい物や動
植物等について、撮影し
た画像の説明したいとこ
ろに印をつけたり、説明
したいことを短い言葉で
書き込んだりする（国語
科） 

・積み重ねたり並べたりす
るグラフを画面上で切り
替え、目的に応じた適切
なグラフを選択する 
（算数科） 

・収集した情報を比較・分類
したり、複数のものを関
連付けたり組み合わせた
りするツールを活用し
て、新しい情報を創り出
す （総合的な学習） 

・条件に合わせて図形の形
を変え、図形を動的に観
察することを通して、図
形の性質を発見する（数
学科） 

Ｂ４ 表現・制作 ・町探検で発見したことを
写真に撮り、自分の言葉
で説明する（生活科） 

・身近な地域や市の様子に
ついて、レポーターをつ
けて動画を撮る（社会科） 

・地球温暖化の情報を収集
し、新聞にまとめ、発表す
る（理科） 

・地域の画像や地域の人の
インタビューをもとに、
地域をＰＲする動画を制
作する（総合的な学習） 

Ｂ５ 家庭学習 ・児童生徒用端末を家庭に持ち帰り、動画やeラーニング教材等を用いて授業の予習・復習等を行う（全教科） 
・教師が用意したビデオ授業を自宅で視聴したり、送信された課題に自宅で取り組んだりする（全教科） 
・文章作成ソフト、プレゼン作成ソフト等を使用して、日記や作文、発表用スライド等を作成する（全教科） 
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分類 小・義務教育学校１・２年 小・義務教育学校３・４年 小・義務教育学校５・６年 中学校１～３年、義務教育学校７～９年 

Ｃ 

協
働
学
習 

Ｃ１ 発表や話し合い ・町探険の際に撮影した画
像を拡大して写し、気づ
いたことを分かりやすく
伝える（生活科） 

・市内見学でグループごと
に集めた画像や動画を基
に、調べて分かったこと
を分かりやすく伝える方
法を話し合い、発表する
（社会科） 

・児童の意見や感想を大型
モニターに一覧表示して
確認し合い、他の児童の
意見や感想を比較し、ク
ラス全体での交流を活性
化する（国語科） 

・プレゼンテーションソフ
トを活用して、自分の考
えを聞き手に分かりやす
く説明したり、コメント
機能を活用して相互に助
言したりする（全教科） 

Ｃ２ 協働での意見整理 ・町探検で撮影した写真を
もとに、町の安全箇所に
ついて意見を出し合い、
情報を共有する（生活科） 

・複数の児童が同じ画面を
見ながら、それぞれのア
イデアを記入したり、コ
メントをつけたりできる
ツールを活用して、情報
を整理する（総合的な学
習） 

・複数の児童が同じ画面を
見ながらそれぞれのアイ
デアを記入したり、コメ
ントをつけたりできるツ
ールを活用して、情報を
整理し、よりよい表現に
活かす（総合的な学習） 

・端末を用いて、複雑な数値
計算やグラフの作成を短
時間で行い、数量や図形
に関する事実や手続き、
思考の過程や判断の根拠
等を的確に表現して共有
する（数学科） 

Ｃ３ 協働制作 ・グループで生物等の様子
や成長過程を観察し、写
真や動画等を蓄積・共有
し、気づいたことに印を
つけたり、簡単な説明を
記入したりして観察日記
を作成する（生活科） 

・市の土地の使われ方や交
通の様子、公共施設等を
グループで役割分担して
まとめ、市のよさが伝わ
るガイドブックを作成す
る（社会科） 

・端末でコマ撮りした画像
をグループで組み合わせ
て編集し、アニメーショ
ン作品をつくる（図画工
作科） 

・情報通信機能をもつプロ
グラムを、サーバ用とク
ライアント用で分担して
制作する（技術家庭科） 

Ｃ４ 遠隔学習 ・町探険でお世話になった
方に、ビデオメッセージ
を送信する（生活科） 

・Web会議を活用し、遠隔地
のネイティブスピーカー
と１対１で、リアルタイ
ムでのコミュニケーショ
ンを体験する（外国語活
動） 

・遠隔地の博物館や科学館
等社会教育施設の専門家
に講義を受けたり、イン
タビューや質問をしたり
する（社会科、理科） 

・インターネットを活用し、
遠隔地や海外の学校など
に向けて情報を発信し、
意見を交流する（英語科） 

 

■ 児童生徒用端末の画面を電子黒板や大型モニター等に拡大提示して、児童生徒の考えや意見等を可視化し、共有・参照する。 

■ 日常的に家庭にタブレット端末を持ち帰って家庭学習に活用し、授業と家庭学習との連動を図る。（原則、毎日持ち帰って活用する） 

■ 災害や感染症による学校休業時には、家庭に持ち帰っているタブレット端末を使用してオンライン朝の会やオンライン授業を実施する。  

■ オンラインによる学習ドリルソフトやＷｅｂ会議システムを活用し、長期入院や不登校等の児童生徒の学習を支援する。  
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参考資料 等 

・「ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて」（文部科学省） 

・「情報活用能力の体系表例」ＩＥ－Ｓｃｈｏｏｌ報告書（文部科学省） 

・「教育の情報化の手引き」「教育の情報化の手引き（追補版）」（文部科学省） 

・「とっとりＩＣＴ活用ハンドブック」「とっとりＩＣＴ活用ハンドブック（増補版）」（鳥取県教育委員会） 

・「情報活用能力ベーシック」「情報活用能力を育む授業づくりガイドブック」（一般社団法人 日本教育情報化振興会） 
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＜本市学校の実践より＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品紹介：カメラ機能（美保小学校） 実験記録：カメラ機能（日進小学校） 縦書きで新聞づくり：Pages（美保南小学校） 

プログラミング：ScratchJr（美保南小学校） 意見の整理・共同編集：Jamboard（江山学園） 思考の共有・共同編集：Jamboard（南中学校） 
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◆令和３～５年度の「鳥取市ICTを活用した授業づくり研修」で作成した各学校の実践事例紹介資料を、学校業務支援システム（C4th）書庫の下記フォルダに

掲載していますので、ご参照ください。 

 「ICTを活用した授業づくり研修 情報交換資料」 C4th書庫➡鳥取市➡03_鳥取市総合教育センター➡10_GIGAスクール構想 

撮影した動画をもとに話し合い：カメラ機能 

（江山学園） 

思考の整理・比較：Jamboard（日進小学校） 画面に書き込みながら発表：電子黒板 

（美保南小学校） 

生徒会発表スライド作成：Googleスライド 

（南中学校） 

リモート生徒総会：Google Meet（南中学校） 教職員研修：共有ドライブ（美保小学校） 
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５ 鳥取市学校教育情報化推進計画について 

 

令和４年１２月、本市学校教育における「教育の情報化」の基本的な考え方と進むべき方向性を明らかにするとともに、教育の情報化を取り巻く国や市の

経過や現状等を踏まえ、目標達成に必要な施策や事業を体系化・計画化し、具体的かつ恒常的な取組を進めることを目的に、「鳥取市学校教育情報化推進計

画」を策定しました。 

鳥取市教育振興基本計画の「“ふるさとを思い 志をもつ人づくり”を進め、“夢と希望に満ちた次代”を“ひらく”！」という基本理念に基づき、これ

までの教育実践とＩＣＴを最適に組み合わせ、教育の質の向上と誰一人取り残すことのない教育を推進し、鳥取市の新しい学びの創造をめざしていきます。 

 

 

   ※下のＵＲＬ、画像クリック、または、右のＱＲコードから「鳥取市学校教育情報化推進計画」にアクセスできます。 

    ＵＲＬ ：https://www.city.tottori.lg.jp/www/contents/1673312254173/files/EdICTPlan.pdf                      

 

 

 

※本市学校教育の情報化の方針：鳥取市学校教育情報化推進計画P6より抜粋 



第２章 運用ガイドライン

意見の共有・情報の整理：Jamboard（南中学校）



１ タブレット端末（ｉＰａｄ）

導入端末「ｉＰａｄ 第８世代」（２０２０モデル Wi-Fiタイプ ３２GB）

（１） 端末、カバー、付属品

児童生徒１人１台用タブレット端末、教員用端末として ｉＰａｄを導入しまし
た。

小・義務教育学校３年生以上用の端末には、キーボードつきのカバーが
ついています。（教員用も同様）

小・義務教育学校１、２年生用の端末には、耐衝撃防水カバーがついて
おり、キーボードはありません。

端末にはカバーがついていますが、落としたり、水に濡らしたりしないよ
う気をつけてください。

端末の電源を入れると、すぐに使うことができます。

• 「ｉＰａｄかんたんスタートガイド」（教員用・児童生徒用）を必要に応じて配
付し、活用してください。

• 端末の使用者を識別するために、端末の裏面等に学校で使用している
名前シール等を貼っても構いません。

• 端末の管理番号シールをはがさないでください。

• 端末情報の「名前」は、端末管理番号としていますので、個人名等に変
更しないでください。
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鳥取市GIGAスクール構想 ｉＰａｄかんたんスタートガイド（教員用）

音量ボタン
音量を調整します。

トップボタン
iPadの電源を入れたり、

スリープ/スリープ解除できます。
長押しすると、電源がオフになります。

前面側カメラ
前面についている

カメラです。

ホームボタン
押すことでホーム画面に戻る

ことができます。

背面カメラ
背面についているカメラです。

Lightningコネクタ
大型モニター等との接続アダプ

ターや充電ケーブルの差込口です。

ステレオスピーカー

こちらから音が出力されます。

ヘッドホンジャック
ヘッドホンやイヤホンを利用す

る際の差込口です。

１．トップボタンを２～３秒

長押しします。

１ 各部位の説明

２ 電源を入れて始めましょう！

２．リンゴのマークが表示されます。

※次の画面に切り替わるまで時間がかかる場合があります。

３．ホーム画面が表示されました。

教員向けのサポートサイトを

ご覧ください。

もっと知りたい！

Apple

https://www.apple.com/jp/

education/k12/apple-teacher/

https://edu.google.com/

intel/ja_ALL/products/

gsuite-for-education/

Google
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３ アプリを利用しましょう！

４ 明るさや音量を調整しましょう！

アプリの起動

各アイコンをタッチすることで、

アプリを起動できます。

アプリの終了

１．ホームボタンを2回素早く押し

ます。

２．終了したいアプリを上になぞる（＝スワイプ）ことで

アプリを終了できます。

２－１．明るさの調整

画像の部分を上または下になぞる（＝スワ

イプ）ことで画面の明るさを調整できます。

視力への影響を考慮し、ブルーライトを

軽減するために、児童生徒に合った明る

さに調整してください。

２－２．音量の調整

画像の部分を上または下になぞる（＝スワ

イプ）ことで音量を調整できます。

※音量は本体右側の音量ボタンでも

調整できます。

１．画面の右上隅から下になぞる（＝スワイプ）ことで、

コントロールセンターが起動します。

スワイプ！

タッチ！

スワイプ！

鳥取市GIGAスクール構想 ｉＰａｄかんたんスタートガイド（教員用）
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鳥取市GIGAスクール構想 ｉＰａｄかんたんスタートガイド（児童生徒用）

音量ボタン

音量を調整します。

トップボタン

iPadの電源を入れたり、

スリープ/スリープ解除できます。

長押しすると、電源がオフになります。

前面側カメラ

前面についている
カメラです。

ホームボタン

押すことでホーム画面に戻る
ことができます。

背面カメラ

背面についているカメラです。

Lightningコネクタ

大型モニター等との接続アダプ

ターや充電ケーブルの差込口です。

ステレオスピーカー

こちらから音が出力されます。

ヘッドホンジャック
ヘッドホンやイヤホンを利用す

る際の差込口です。

１．トップボタンを２～３秒

長押しします。

１ 各部位の説明

２ 電源を入れて始めましょう！

２．リンゴのマークが表示されます。

※次の画面に切り替わるまで時間がかかる場合があります。

３．ホーム画面が表示されました。

とっとりし ぎが こうそう あいぱっど じどう せいとよう

かくぶい せつめい

ぜんめんがわ

ぜんめん あいぱっど でんげん

かいじょ

ながお でんげん

おんりょう

おんりょう ちょうせい

お がめん もど

はいめん

はいめん

りよう

さい さしこみぐち

らいとにんぐ

おおがた とう せつぞく

じゅうでん さしこみぐち

おと しゅつりょく

がめん ひょうじ

つぎ がめん き か じかん ばあい

ひょうじびょう

ながお

でんげん い はじ
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３ アプリを利用しましょう！

４ 明るさや音量を調整しましょう！

アプリの起動

各アイコンをタッチすることで、

アプリを起動できます。

アプリの終了

１．ホームボタンを2回素早く押し

ます。

２．終了したいアプリを上になぞる（＝スワイプ）ことで

アプリを終了できます。

２－１．明るさの調整

画像の部分を上または下になぞる（＝スワ

イプ）ことで画面の明るさを調整できます。

視力への影響を考慮し、ブルーライトを

軽減するために、自分に合った明るさに

調整してください。

２－２．音量の調整

画像の部分を上または下になぞる（＝スワ

イプ）ことで音量を調整できます。

※音量は本体右側の音量ボタンでも

調整できます。

１．画面の右上隅から下になぞる（＝スワイプ）ことで、

コントロールセンターが起動します。

スワイプ！

タッチ！

スワイプ！

鳥取市GIGAスクール構想 ｉＰａｄかんたんスタートガイド（児童生徒用）
りよう

きどう しゅうりょう

かく

きどう

かいすばや お しゅうりょう うえ

しゅうりょう

あか おんりょう ちょうせい

がめん みぎうえすみ した

きどう

がぞう ぶぶん うえ した

がめん あか ちょうせい

しりょく えいきょう こうりょ

けいげん じぶん あ あか

ちょうせい

あか ちょうせい

おんりょう ちょうせい

がぞう ぶぶん うえ した

おんりょう ちょうせい

おんりょう ほんたいみぎがわ おんりょう

ちょうせい

とっとりし ぎが こうそう あいぱっど じどう せいとよう
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１ タブレット端末（ｉＰａｄ）

（２） ＭＤＭによる管理・制限

鳥取市の全ての端末を一括で管理するために、ＭＤＭ（Mobile 
Device Management:モバイルデバイス管理）を導入しています。
ＭＤＭは教育委員会と委託業者で設定、管理運用を行います。
学校で設定変更等は行いません。

個々の端末にはＡｐｐｌｅ ＩＤを設定せず、全ての端末をMDMで管
理します。iＣloudは使用しません。

教員機は、指紋認証によるTouch IDや画面ロックを解除するパ
スコードを設定することができます。

初期設定してあるアプリケーション等以外に追加を希望する場合
は、市総合教育センターに「（様式１）アプリケーション等追加申請
書」を提出してください。審査を経て、アプリケーション等をMDM
で配信します。

自動ＯＳアップデートは行いません。手動でアップデートを行いま
すが、ＯＳアップデートには数十分から数時間を要するので、日
中にＯＳアップデートをすると授業で使えない恐れがあり、おすす
めしません。（夜間に学校や家庭でアップデートしてください）

18



１ タブレット端末（ｉＰａｄ）

（３） 端末の学年持ち上がり

原則として、学年を持ち上がって使用します。

詳細は「端末リフレッシュ月間マニュアル（教員用）」（端末年度更新作業説明会
資料：令和６年２月７日）を参照ください。

＜端末持ち上がり例＞

学年／年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

中３・義９ Ｉ Ｈ Ｇ Ｉ

中２・義８ Ｈ Ｇ Ｉ Ｈ

中１・義７ Ｇ Ｉ Ｈ Ｇ

小６・義６ Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ

小５・義５ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ

小４・義４ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

小３・義３ Ｃ Ｂ Ａ Ｆ

小２・義２ Ｂ Ａ Ｆ Ｅ

小１・義１ Ａ Ｆ Ｅ Ｄ

※義務教育学校は、各校の教育課程に合わせて持ち上がり方を工夫してください。

 ３月末に次年度児童生徒数に合わせて、各校の端末台数を調整します。

キーボード付き端末を
３年間のサイクルで使
用します。

年度末に、６年生の
キーボード付きカバー
と２年生の耐衝撃防水
カバーを交換し、６年生
が使った端末を次年度
の１年生が使用します。
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２ アプリケーション等
（１） 初期設定されているアプリケーション等について
・下記のアプリケーション等が初期設定されています。

Apple 純正 Google Workspace関連 その他アプリ・Webページ等

Safari
Keynote
Pages
Numbers
カメラ
写真
メモ
マップ
AirDrop
GarageBand
iMovie
時計
ボイスメモ
ファイル
計測
設定

Google
Google Chrome
Google ドライブ
Google スプレッドシート
Google ドキュメント
Google スライド
Google Meet
Google Classroom
Google Earth
Google カレンダー
Gmail
Google Chat
Jamboard
Google 翻訳
Google Form
Google サイト

YouTube
NHK for School
Adobe Acrobat Reader
GeoGebra 関数グラフ
GeoGebra 幾何
GeoGebra 空間図形
トーハクなび
花丸フォーム
モーションショット
Skitch
CMV edu
Viscuit
ピョンキー
ScratchJr.
micro:bit

Quizlet
Kahoot!

＜Webページ＞
Ｓｃｒａｔｃｈ
プログル
Hour of Code
まなびポケット
ドリルパーク

＜アプリ配信＞
Jamf Self Service

（２） アプリケーション等の追加について
・アプリケーション等の追加を希望する場合は、（別紙 様式１）アプリケーション等追加申
請書を市総合教育センターに送付してください。審査後、MDMで配信します。

アプリ配信用アプリ「Self Service」から
追加するアプリをインストールできます。

追加可能なアプリについては、「アプリ
カタログ」からご確認ください。
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③MDMでアプリケーション等を配信

・MDMで全ての端末のSelf Serviceアプリに配信

（各自でインストールが必要）※アプリカタログをご参照ください。

②市総合教育センターで審査・認可

・学習の質、効果の向上及び学習内容の定着に有益なものであること

・無料アプリかつ信頼できるものであること

①学校で追加を希望するアプリケーション等を申請

・（別紙 様式１）アプリケーション等追加申請書を市総合教育センターに送信

※学校業務支援システムC4th個人連絡で送信してください

２ アプリケーション等
（３） アプリケーション等追加の流れ
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２ アプリケーション等
（４） ホーム画面の構成

【１ページ目】
・Apple 純正アプリ
・アプリ配信アプリ

・Self Service（アプリ配信）
・GarageBandはSelfServiceからインストール

【２ページ目】
・Google Workspace

関連アプリ

【３ページ目】
・プログラミング関連Webページ
・eラーニング教材ログインページ

【４ページ目】
・その他アプリ

※初期設定ではNHKforSchoolのみ

インストール未完了のアプリ
については、後日、ＭＤＭで再
設定します。
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２ アプリケーション等
（５） 個別の教育的ニーズに応じた支援

23

ｉＰａｄの「設定」➡「アクセシビリティ」か
ら視覚サポートや聴覚サポートに関す
る設定を行うことができます。

ｉＰａｄの「設定」➡「画面表示と明るさ」
からテキストサイズや文字の太さを変
更することができます。

児童生徒の個別の教育的ニーズに応
じてｉＰａｄの諸設定を変更して使用して
ください。

「T式ひらがな音読支援」アプリが使用
できます。ひらがな読みの定着や語彙
指導に活用してください。

デイジー教科書の使用を希望する場
合は、特別支援教育係にお知らせくだ
さい。

今後も、個別の教育的ニーズに応じた
支援に活用できるアプリを追加してい
きます。



２ アプリケーション等
（６） アプリカタログ（アプリ一覧表）
・これまでに追加したアプリの一覧表をC4th書庫に掲載していますので、ご参照ください。
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３ タブレット端末の保管・充電

タブレット端末は、日常的に使用するので、児童生徒は、端末を
自分の机の引き出し等に入れて、すぐに使用できるようにします。

教室移動の際の対応は、各校の実態に応じて判断してください。

電源キャビネットに保管されたタブレット端末の充電は、タイマー
制御による輪番制で夜間に行われます。（日中に充電する方法：
Ｐ２４）

端末は原則として日常的に家庭に持ち帰って家庭学習に活用す
るので、下校後は各家庭で保管、充電します。

充電ケーブルは、電源キャビネットに接続して使用します。端末を
家庭に持ち帰る際には、充電ケーブルを電源キャビネットから外
して使えます。

学校で端末を保管する際は、児童生徒が端末を収納して下校し
た後、電源キャビネットを施錠するようにしてください。（翌朝、解
錠してください。）

教員用端末は、原則として、職員室で保管、充電しますが、家庭
に持ち帰って教材研究・教材作成等に使用できるので、積極的に
持ち帰って活用してください。
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３ タブレット端末の保管・充電

日中に充電が必要な場合は、電源キャビネット内タイマーの「プロ
グラム」ボタンを３秒長押しすることで、通電させることができます。

電源キャビネット以外の場所で端末を充電・保管する場合は、職
員室やコンピュータ室等、鍵がかかる場所での保管をお願いしま
す。
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４ Googleアカウント

Googleアカウントを教員と児童生徒一人一人に配付します。

児童生徒用アカウントは、小・義務教育学校１年から中学３年・義務教育学校９年ま
で同一のアカウントを使用し、鳥取県立高等学校に進学した場合は、高等学校でも
同一のアカウントを使用します。

Google Classroom や Google Meet等のアプリを使用するので、まず、配付されたア
カウントでGoogleにログインしてください。

Googleアカウントの初期パスワードは「■■■■■■■」です。初回ログイン時に必
ずパスワードを変更してください。※初期パスワードは学校配付文書に記載してあ
ります。

パスワードは、８文字以上で、必ず数字や文字を組み合わせて設定してください。

配付したGoogleアカウントや変更したパスワードは、原則として、各自で管理します。

小・義務教育学校１、２年生や３、４年生については、授業中に児童がアカウントや
パスワードを忘れたときにも素早く対応できるように、担任がアカウントやパスワー
ドを保管しておいてもよいこととします。

配付したＧｏｏｇｌｅアカウントは、家庭の端末等、校外の端末からもログインして使用
することができます。

各学校に配布しているパスワードリセット用アカウントで、児童生徒用アカウントの
パスワードをリセットしたり、名前を修正したりすることができます。

Googleアカウントの追加、削除、転出入処理等を希望する場合は、市総合教育セン
ターに連絡してください。
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５ データの保存

端末で撮影した画像や、児童生徒が作成した文書、プレゼ
ンテーション等は、基本的にＧｏｏｇｌｅドライブに保存します。

端末本体に画像等のデータを残したままにせず、定期的に
必要なデータはＧｏｏｇｌｅドライブに保存し、不要なデータは削
除するようにします。

Windows端末等で作成したパワーポイントやエクセル等の
データもＧｏｏｇｌｅドライブに保存することで、教員用端末の ｉＰ
ａｄから使用することができます。

教材や資料、行事等の提案文書もＧｏｏｇｌｅドライブで共有し、
業務の効率化を図ってください。

端末本体やＧｏｏｇｌｅドライブに、学習成果物や学習課題、小
テストやアンケート等を保存することは可能ですが、児童生
徒の成績情報や家庭環境等の機微な個人情報を扱うことは
禁じます。

※Ｇｏｏｇｌｅドライブ（アプリ）の使い方の詳細については、

Ｇｏｏｇｌｅヘルプ 【URL】https://support.google.com を参照してください。
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６ タブレット端末使用規定

学校に配備するタブレット端末の使用規定については、「鳥取市立
学校タブレット端末使用規定」を参照してください。

タブレット端末は、原則として学校及び家庭での学習に使用する。
ただし、校外施設等の見学や野外での体験活動等の教育活動、感
染症対策及び災害時等において、管理責任者が許可した場合は、
校外施設や野外等で使用することを認める。（鳥取市立学校タブ
レット端末使用規定 第７条の５）

端末は原則として日常的に家庭に持ち帰り、家庭学習に活用しま
す。

使用規定の内容は、今後の端末の使用状況に応じて改定していき
ます。
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７ タブレット端末活用のルール・約束

「鳥取市立〇〇〇学校【タブレット端末活用のルール】について
（案）」を参考にし、各校でタブレット端末活用のルールを作成してく
ださい。

各校で作成したタブレット端末活用のルールは、年度当初に児童
生徒及び保護者に配付し、共通理解を図ってください。

様々な機会をとらえて活用方法について児童生徒と教職員が対
話を繰り返し、児童生徒の発達段階や各校の実態に応じた約束
やルールを創り出してください。

※生徒指導提要（令和４年１２月）文部科学省

【URL】https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1404008_00001.htm
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８ デジタル・シティズンシップ教育、情報モラル教育

児童生徒がＩＣＴの善き使い手となり、持続可能な社会の創り手と
なるために、責任をもってテクノロジーを使う行動規範を身に付け
ることが大切です。

児童生徒の発達段階に応じて、デジタル・シティズンシップ教育、
情報モラル教育を計画的に実施してください。

＜デジタル・シティズンシップ教育教材等＞

◆STEAM Library（STEAMライブラリー）

「GIGAスクール時代のテクノロジーとメディア～デジタル・シティズン
シップから考える創造活動と学びの社会化」

【URL】https://www.steam-library.go.jp/content/132
※デジタルシティズンシップの６領域

31

メディアバランス プライバシーとセキュリティ デジタル足あととアイデンティティ

対人関係とコミュニケーション ネットいじめ、オンライントラブル ニュース・メディアリテラシー



９ 健康面への配慮

端末を使用する際の姿勢を適切に指導し、児童生徒の目と画面
との距離を３０ｃｍ程度以上とるようにしてください。

端末を長時間連続で見続けないよう注意し、３０分程度を目安に、
目を休めるようにしてください。

目の負担を軽減するために、画面の明るさを調整してください。

32

低学年の場合は、ｉＰａｄ
と机の間に丸めたタオル
等を挟む等して、画面の
角度を調節してください。

「タブレット型の学習者用コンピュータを使用するときの姿勢のポイント」 教育の情報化の手引き（文部科学省）



１０ 端末の校外への持ち出し、家庭への持ち帰り
児童生徒１人１台端末、教員用端末は、学校及び家庭での学習に使用します。

校外施設等の見学や野外での体験活動等の教育活動、感染症対策及び災害時等
において、校長が許可した場合は、端末を校外に持ち出し校外施設や野外等で使用
することを認めます。

端末は、学習目的に活用すること、誰もが安心・安全に活用するための使用ルール
等を学年や発達段階に応じて指導してください。

家庭へ持ち帰った場合も安全に端末を使用できるように、各端末に「Cisco security 
conecter」が自動でインストールされています。

長期入院や不登校等、やむを得ない理由で登校できない児童生徒の学習支援等に、
家庭に持ち帰っている端末を積極的に活用してください。

家庭での使用に関して保護者の理解を得られるように、児童生徒と保護者に使用の
確認書をとります。（児童生徒1人1台端末（iPad）の利用についての確認書（案） ）確
認書は、学校で保管してください。

端末は、原則として毎日家庭に持ち帰り、家庭学習や家庭との連絡に使用します。ま
た、発達段階等に応じて持ち帰りの頻度を設定・調節することも可能です。

持ち帰った端末を活用した宿題を出す場合には、家庭にＷｉ-Ｆｉによるインターネット接
続環境がない児童生徒に不利益がでないように留意してください。一方で、オンライ
ンでの発展的な学習をする児童生徒がいても、これを妨げないこととします。

家庭でのＷｉ-Ｆｉ接続は、各家庭で行います。接続方法は、市販のｉＰａｄと同様です。

端末は、市役所や市立中央図書館、公民館等の公共Ｗｉ-Ｆｉに接続して使用すること
も可能です。
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＜端末を持ち帰った際の家庭学習例＞
１０ 端末の校外への持ち出し、家庭への持ち帰り



１１ 不具合、故障、破損等への対応

業者委託による「鳥取市GIGAスクール運営支援センター」を設置し、端
末や通信ネットワークの不具合、故障等に対応（現地対応含む）します。
連絡先等は、別途通知します。

※業務委託先：株式会社ソルコム

児童生徒用端末や教員用端末に不具合が生じたときは、まずは、再起
動を試してください。再起動等を行っても不具合が解消しない場合は、
鳥取市GIGAスクール運営支援センターに連絡してください。

落下、水没等による故障、破損の場合は、すみやかに鳥取市GIGAス
クール支援センターに連絡してください。

鳥取市GIGAスクール運営センターが、学校から端末の不具合、故障、
破損等の連絡を受けた際は、状況に応じて現地対応します。

紛失、盗難の場合は、すみやかに市総合教育センターに連絡してくださ
い。

通常の使用による自然故障の場合は、原則、市費で修理しますが、故
意による破損や紛失、盗難の場合は、相当代価の弁償となることがあり
ます。

故障や破損、紛失や盗難の際には、（様式２）事故報告書を市総合教
育センターに提出してください。
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１２ 校内ネットワーク

校内ネットワークは、児童生徒系ネットワークと校務系ネットワークに分離され
ています。

児童生徒用端末と教員用端末のｉＰａｄは、校内ネットワーク（児童生徒系）のＷｉ
-Ｆｉに自動的に接続されます。（校務系ネットワークには接続できません）

校内ネットワークには、原則として、私物のパソコンやタブレット端末等を接続
することはできません。校内研修等で外部講師の端末を校内ネットワークに接
続したい場合は、市総合教育センターに連絡ください。

無線ＡＰは基本的に普通教室及び特別教室に設置しています。無線ＡＰがなく
ても校内ネットワーク（Ｗｉ-Ｆｉ）につながる教室もありますので、校内ネットワーク
（Ｗｉ-Ｆｉ）につながりやすい場所、つながりにくい場所をお確かめください。

児童生徒系ネットワークは、令和３年３月にTorikyo-NETからＳＩＮＥＴ（サイネッ
ト）への接続に切り替わっています。（ＳＩＮＥＴ：大学系の高速通信ネットワーク）

ＳＩＮＥＴを利用するにあたり、フィルタリングソフト（Cisco Umbrela）を全県で統一
して導入しています。

児童生徒系ネットワークに接続した端末で、児童生徒の成績情報や家庭環境
情報等の機微な個人情報を扱うことを禁じます。
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１３ 可搬型Ｗｉ-Ｆｉルーター

体育館や中庭、校庭等、校内無線LANがつながりにくい場所や、
校外学習等でインターネットに接続して学習できるよう、同時多接
続可能な可搬型Ｗｉ-Ｆｉルーターを整備しているので、状況に応じ
て活用してください。

・Ｒ４～ 各学校：１台 ※大規模校、義務教育学校：２台

臨時休校等の際に、市教委所有の小型Ｗｉ-Ｆｉルーター（１０台）を、
１日から１カ月程度、学校に貸し出すことが可能です。貸し出しを
希望する場合は、市教委学校教育課に連絡してください。

※Ｗｉ-Ｆｉルーター製品情報：DoracoonNet（NTT）

【URL】https://www.doracoon.net/
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１４ コンピュータ室

＜共通＞

コンピュータ室のパソコンは、リース更新しません。リース期間が

終了しても、OSサポート期間内は使用することができます。

周辺機器（プリンター等）は更新していきます。

指導者用Windows端末は、引き続き活用してください。Chromeブ

ラウザからＧｏｏｇｌｅアカウントでログインし、Googleクラスルーム等

を活用した授業に使用できます。

Ｗｅｂ会議の送受信、印刷データ出力等にも既存のWindows端末

を使用してください。

企業等からの寄贈や学校独自で購入した既存のｉＰａｄもＧｏｏｇｌｅ

クラスルーム等のアプリをインストールして、授業で活用してくださ

い。（OSが古いままだと、正しく動作しない場合があるので注意し

てください。）
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１５ 大型提示装置（大型モニター・電子黒板・プロジェクター）

平成３０年度から、各学校に大型提示装置（大型モニター、電子
黒板又はプロジェクター）の配備を進め、令和４年度内に、全学級
に配備しました。

故障や破損、紛失や盗難の際には、（様式２）事故報告書を市総
合教育センターに提出してください。
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大型モニター、タブレット端末等を日常的に活用した授業（南中学校）



１６ Ｗｅｂカメラ・マイク

40

Ｗｅｂカメラ、マイク（スピーカー）は、各校に１セット（義務教育学
校は２セット）ずつ配備しています。

Ｗｅｂ会議システムによる遠隔授業や他校との交流、遠隔研修の
受講等の際に、活用してください。

災害や感染症等による臨時休業の際にも児童生徒の学ぶ機会
を保障するため、オンライン学習（オンライン授業）を実施できるよ
う、GoogleClassroomを日常的に活用し、GoogleMeetへの接続方
法を教職員と児童生徒で確認してください。

令和３年１０月校長会資料「オンライン授業実施への３ステップ」
「オンライン授業時間割（例）」を参照し、いつでもオンライン授業
が実施できるよう準備してください。



１７ 端末管理台帳、使用者名簿

41

端末管理台帳を作成し、各学校で保管してください。

• 年度末の台数調整後に次年度版の端末管理台帳を作成します。
台数調整の詳細については、別途、連絡します。

学校は、端末管理台帳を基に、児童生徒の端末使用者名簿を作
成し、端末の使用者を記録してください。



１８ 授業支援ソフト（Google Workspace 、ミライシード 等）

42

汎用的な授業支援プラットフォームとして、Google WorkSpaceを活用し
ます。

２０２４年１２月３１日でGoogleのデジタルホワイトボード「Google Jamboard（ジャム
ボード）」の提供が終了します。 今後は、「Canva（キャンバ）」、「Figjam（フィグジャ
ム）」、「Miro（ミロ）」、「Padret（パドレッ ト）」、「ふきだしくん」等のデジタルホワイト
ボードを活用してください。

学習のねらいや内容に応じて、eラーニング教材「ミライシード」のオクリ
ンク等の授業支援ソフトを活用してください。

※ミライシードファンサイト

【URL】 https://bso.benesse.ne.jp/miraiseed/fansite/index.html



１９ 学習eポータル、MEXCBT

43

学習eポータルとして、「まなびポケット」を活用します。

※まなびポケットサポートサイト

【URL】https://manabipocket.ed-cl.com/support/

文部科学省ＣＢＴシステム「ＭＥＸＣＢＴ（メクビット）」には、

学習eポータル「まなびポケット」経由で接続します。

学習eポータル「まなびポケット」では、ＭＥＸＣＢＴで配信されてい
る他自治体の学力調査問題や、無料のデジタルドリル「Eboard
（イーボード）」を使用することができます。

※今後、全国学調やとっとり学調がＭＥＸＣＢＴで実施される予定です。



２０ 校務におけるICT活用

44

Google WorkSpaceのスプレッドシートやカレンダーの共有等、クラウドを
日常的に活用し、業務を効率化していきましょう。

＜校務におけるＩＣＴ活用例＞

・Ｇｏｏｇｌｅドライブによる教材や資料、文書の共有（ペーパーレス化）

・校内ポータルサイト（Ｇｏｏｇｌｅサイト）による情報の一元化

・教職員Chat（チャット）による迅速、正確な情報伝達・共有

・Ｇｏｏｇｌｅフォームによるアンケート集計の自動化

・生成ＡＩ（Gemini、ChatGPT、BingChat等）による文書の下書き、翻訳 等

※「全国の学校における働き方改革事例集（令和５年３月）」文部科学省
【URL】https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/hatarakikata/mext_00008.html



２１ 保護者連絡のデジタル化

45

連絡に係る学校と保護者双方の負担を軽減し、迅速かつ正確な連
絡を行うために、連絡メールアプリ等を活用し、原則、欠席連絡や
文書配付等、学校と保護者との連絡をデジタル化します。

※連絡メール用アプリ「マチコミメール」を全市で使用しています。

＜学校と保護者間の連絡のデジタル化例＞

・マチコミメールでの欠席・遅刻連絡

・マチコミメールでの文書配信（メール文に文書掲載ＵＲＬを記載等）

・マチコミメールでのアンケート配信（メール文にアンケート用Ｇｏｏｇｌｅ
フォームのＵＲＬを記載等）

・時間割や持ち物等の連絡をＧｏｏｇｌｅクラスルームに配信し、児童生
徒と保護者に共有

・学校行事予定をＧｏｏｇｌｅカレンダーで保護者と共有

・保護者面談をＧｏｏｇｌｅＭｅｅｔでオンライン実施 等



２２ 鳥取市教委ポータルサイト、教職員ICT活用支援サイト

46

鳥取市教育委員会ポータルサイトでは、市教委電子かわら版「とっとり
Edu+（えでゅぷらす）」等で、部活動の地域移行や働き方改革等、様々
な情報を発信しています。

【ＵＲＬ】https://sites.google.com/g.torikyo.ed.jp/tottorisi-edu/

鳥取市教職員ICT活用支援サイト「ギガサポ」では、コピーして使えるテ
ンプレートやGoogle Workspace設定等のショート動画等、便利なツール
や資料等を掲載しています。

【ＵＲＬ】https://sites.google.com/g.torikyo.ed.jp/tottori-city-giga-support

※鳥取市教職員ICT活用支援サイト「ギガサポ」には、教職員用Gアカウントにログイン
した状態でアクセスしてください。



２３ 鳥取市ＧＩＧＡスクール構想年度始めスタートチェックリスト
１ 作成しておくもの

端末活用ルール（児童会、生徒会等の意見を反映させる）

年度初めの「個人情報の取り扱いについて」等の保護者文書

「Google Workspace」や「eラーニング教材」活用についての簡単な保護者宛説明
文書

２ 確認しておくこと

「鳥取市GIGAスクール構想について」「とっとりICT活用ハンドブック」の理解

アカウント入力、パスワード設定、ログイン等の端末基本的操作の理解

ICTの日常的かつ効果的な活用方法の理解、情報モラル、デジタル・シティズンシッ
プの理解

校内無線LANにつながる場所、つながりにくい場所

家庭におけるWi-Fiによるインターネット接続環境の有無

３ 計画・準備しておくこと

学級開き（GIGA開き）における「端末活用ルール・約束」確認・作成の流れ

（例） 各学級でGoogleClassroomログイン、端末使用の約束等の指導、話し合い等
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鳥取市ＧＩＧＡスクール構想に関する問合せ
＜鳥取市GIGAスクール構想に関する問合せ＞

鳥取市GIGAスクール運営支援センター
令和６年４月１日～ TEL ０５０－８８９２－０９７１ ※業務委託先：株式会社ソルコム

鳥取市教育委員会事務局

端末等機器について…鳥取市総合教育センター TEL ０８５７－３６－６０６０

利活用について…………学校教育課指導係 TEL ０８５７－３０－８４１２

48

教員向けのサポートサイトをご覧ください。

もっと知りたい！

Apple

https://www.apple.com/jp/

education/k12/apple-teacher/

https://edu.google.com/

intl/ja_ALL/products/

gsuite-for-education/

Google

鳥取市総合教育センターHP
「鳥取市GIGAスクール構想について」

（リンク）
 鳥取県教育委員会HP
 文部科学省HP
 国立教育政策研究所HP
 NITS独立行政法人教職員支援機
構HP

 子供の学び応援サイト（文科省）
 StuDX Style（文科省）
 GIGA HUB WEB（一般社団法人

ICT CONNECT21） 等


